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根　

占　

献　

一

 「
想
像
力
に
非
常
に
富
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
人
と
イ
タ
リ
ア
人
は
よ
く

似
て
い
る
。」（
ヴ
ィ
レ
ム
・
ホ
イ
セ
ン
・
フ
ァ
ン
・
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ー
ケ
１
）

は
じ
め
に

本
論
は
薩
摩
藩
家
老
小
松
帯
刀
（
清
廉
。
一
八
三
五

一
八
七
〇
）
に
関
わ
る

小
考
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
主
題
に
沿
っ
た
拙
文
を
綴
っ
て
き
た
２
。
急
速
な
転

換
期
の
幕
末
・
明
治
維
新
期
の
時
代
に
は
夥
し
い
数
の
人
物
た
ち
が
登
場
す
る
。

こ
の
た
め
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
（prosopography
）
な
手
法
を
交
え
た
当
該
研

究
が
欠
か
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
一
研
究
者
が
全
体
を
見
廻
す
史

眼
に
到
達
す
る
こ
と
は
容
易
な
わ
ざ
で
は
な
い
に
し
て
も
、
こ
の
作
業
は
あ
る
意

味
で
は
政
治
史
的
視
点
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
文
化
史
的
観
点
を
蔑
ろ
に
せ
ず
に
時

代
へ
接
近
す
る
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

こ
の
点
で
大
久
保
利
謙
（
一
九
〇
〇

一
九
九
五
）
の
研
究
か
ら
学
ぶ
こ
と
は

多
く
あ
り
、幸
い
に
、今
日
そ
の
業
績
は
『
大
久
保
利
謙
著
作
集
』（
吉
川
弘
文
館
、

全
八
巻
、
一
九
八
六

一
九
九
三
年
）
と
し
て
包
摂
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
た
め

に
上
野
景
範
、
五
代
友
厚
や
何
礼
之
に
関
し
て
学
術
的
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
彼
ら
の
業
績
と
行
動
は
そ
の
第
五
巻
「
幕
末
維
新
の
洋
学
」
で
検
討
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
こ
の
巻
の
解
説
を
書
い
て
い
る
の
が
安
岡
昭
男
で
あ
る
。
そ
れ
は

実
に
客
観
的
に
記
さ
れ
て
お
り
、
後
学
の
者
に
は
役
立
つ
と
こ
ろ
が
大
い
に
あ
っ

た
。
の
み
な
ら
ず
、大
久
保
が
見
落
と
し
て
い
た
重
要
な
文
献
が
挙
が
っ
て
い
る
。

特
に
五
代
友
厚
と
石
河
確
太
郎
３
の
場
合
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
石
河
の
こ
と
は

さ
て
お
き
、
五
代
に
関
し
て
は
拙
論
で
し
ば
し
ば
名
を
出
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

思
う
に
、
大
久
保
は
利
通
の
実
の
孫
と
し
て
祖
父
に
身
近
な
人
物
た
ち
に
自
ず

と
関
心
を
抱
く
と
と
も
に
、
彼
ら
の
同
時
代
人
と
し
て
の
父
祖
と
そ
の
時
代
を
広

範
に
捉
え
、
努
め
て
客
観
的
、
学
術
的
に
踏
査
し
、
往
時
の
認
識
を
深
め
よ
う
と

し
た
研
究
者
で
あ
っ
た
。
一
般
的
に
は
こ
の
時
代
は
か
な
り
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
時
代

と
な
り
、
西
郷
隆
盛
と
坂
本
龍
馬
、
近
藤
勇
ら
に
代
表
さ
れ
る
ド
ラ
マ
や
小
説
の

「
英
雄
た
ち
」
が
幅
を
利
か
せ
て
、
ヒ
ー
ト
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
に
そ
の
研
究
は
「
解
熱
剤
」
の
効
能
さ
え
あ
る
だ
ろ
う
。

本
年
二
〇
一
八
年
は
明
治
維
新
一
五
〇
年
。
明
治
維
新
百
年
の
時
は
高
校
生
で

あ
っ
た
。
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
で
言
え
ば
、今
回
は
「
西
郷
ど
ん
」、か
つ
て
は
「
三

姉
妹
」。
今
度
は
「
英
雄
史
観
」
が
鼻
に
付
き
、
全
く
見
て
い
な
い
の
だ
が
、
そ

の
半
世
紀
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
た
。「
降
る
雪
や
明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り
」
と
昭

和
の
初
め
で
さ
え
も
俳
人
草
田
男
に
は
そ
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
明
治
の
世
。
そ

れ
で
は
果
た
し
て
明
治
維
新
期
は
隔
た
っ
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う
か
と
思
う
。
何
故

な
ら
、
大
戦
争
終
結
後
に
百
年
目
は
来
た
が
、
維
新
十
年
後
の
一
八
七
七
年
、
明

治
十
年
の
西
南
戦
争
を
知
っ
て
い
る
人
さ
え
身
近
に
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
八
六

〇
年
生
ま
れ
の
私
の
曾
祖
母
は
物
心
つ
く
ま
で
健
在
で
、
西
南
戦
争
時
の
西
郷
の

思
い
出
を
語
っ
て
く
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
私
事
は
脇
に
置
い
て
、
以
下
、
小
松
自
身
と
同
時
代
人
の
言
動
、

並
び
に
そ
の
関
係
の
な
か
で
、
特
に
文
化
人
・
知
識
人
と
し
て
の
側
面
を
帯
刀
の

中
に
見
て
い
き
た
い
。

811-0250-縦-P27-38_根占献一様.indd   27811-0250-縦-P27-38_根占献一様.indd   27 2019/03/04   10:59:442019/03/04   10:59:44



― 28 ―

学
習
院
女
子
大
学 

紀
要　

第
二
十
一
号

（
一
）
小
松
帯
刀
、
福
沢
諭
吉
と
丸
山
真
男
―
国
際
法
の
認
識
問
題

今
回
は
主
に
書
き
溜
め
て
き
た
メ
モ
ワ
ー
ル
を
活
字
化
す
る
作
業
で
あ
る
。
そ

の
引
用
は
多
く
が
間
接
的
で
、
出
処
元
を
確
認
す
る
余
裕
が
な
く
、
不
正
確
な
箇

所
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
他
方
で
、
小
松
帯
刀
の
言
あ
る
い
は
小
松
に
関
わ
る

言
を
引
用
す
る
者
と
彼
と
の
関
係
に
は
ま
た
、
そ
れ
自
体
注
視
す
べ
き
点
が
あ
ろ

う
。
そ
の
一
端
を
先
ず
初
め
に
示
し
た
い
。
丸
山
真
男
は
そ
の
一
例
な
が
ら
好
例

と
な
ろ
う
。

幕
末
に
至
っ
て
四
囲
の
状
況
が
急
転
し
、
厳
し
い
外
国
交
際
、
国
際
関
係
に
直

面
す
る
な
か
で
、
小
松
を
含
む
当
時
の
日
本
の
指
導
者
た
ち
に
は
国
際
法
理
解
が

緊
急
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
周
知
の
話
で
あ
る
が
、
丸
山
が
国
際
法
受
容

史
の
な
か
で
朱
子
学
が
果
た
し
た
意
義
に
つ
い
て
触
れ
る
際
、
小
松
の
名
を
出
し

て
い
て
印
象
深
い
。

 

…
い
か
に
程
朱
学
が
国
際
法
の
理
解
の
媒
介
に
な
っ
た
か
が
明
白
で
あ
る
し
、

小
松
帯
刀
が
『
万
国
公
法
和
解
』
に
題
辞
し
て
、「
弱
肉
強
食
の
禍
蔓
延
す
、

願
く
ば
私
欲
を
去
り
て
公
法
を
存
し
」
云
々
と
い
っ
て
い
る
の
も
、「
天
理
」

―
「
私
欲
」
と
い
う
朱
子
学
の
対
立
的
範
疇
が
視
座
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
４
。

今
、『
万
国
公
法
和
解
』
を
紐
解
く
時
間
は
な
く
、
引
用
文
中
の
『
万
国
公
法

和
解
』
が
『
和
解
万
国
公
法
』
な
の
か
、
そ
れ
と
も
『
和
訳
万
国
公
法
』（
重
野

安
繹
訳
述
）
な
の
か
、
目
下
正
式
題
名
不
明
と
す
る
も
５
、
ホ
イ
ー
ト
ン
の
著
書

か
ら
の
こ
の
引
用
は
二
重
の
意
味
で
興
味
深
い
。
ひ
と
つ
は
、
小
松
自
ら
が
大
い

に
尽
力
し
た
大
政
奉
還
達
成
後
、
事
態
は
王
政
復
古
に
進
み
、
内
乱
状
態
と
な
る
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
外
交
上
の
責
任
者
、
外
国
官
副
知
事
と
し
て
小
松
は
外
国
交

際
を
な
に
よ
り
も
真
剣
に
考
え
る
立
場
に
あ
っ
た
。
陸
奥
宗
光
（
一
八
四
四

一

八
九
七
）
は
こ
の
点
で
重
視
さ
れ
た
一
人
で
あ
っ
た
ろ
う
６
。
陸
奥
は
徳
川
御
三

家
の
一
門
紀
州
の
出
で
あ
る
が
、
時
に
土
佐
藩
、
時
に
薩
摩
藩
と
所
属
を
移
し
て

い
る
。
後
述
す
る
国
際
港
長
崎
の
地
に
縁
が
深
か
っ
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
外
交

で
は
ま
た
佐
賀
藩
士
大
隈
重
信
（
一
八
三
八

一
九
二
二
）
を
抜
擢
し
、
外
国
官

副
知
事
に
任
じ
た
の
は
帯
刀
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
薩
摩
藩
家
老
の
小
松
に
は
人

を
見
る
眼
が
あ
り
、
公
平
無
私
な
性
格
だ
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
る
所
以
と
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
は
政
治
に
限
ら
ず
、
長
崎
を
中
心
と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
解

禁
と
い
う
宗
教
問
題
も
含
ま
れ
て
い
た
。
薩
摩
藩
士
中
井
弘
（
弘
藏
。
一
八
三
九

一
八
九
四
）
は
こ
の
た
め
に
動
い
て
く
れ
た
一
人
で
あ
っ
た
ろ
う
。
小
松
の
判

断
は
木
戸
孝
允
よ
り
も
穏
便
で
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
て
い
る
７
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
近
世
日
本
の
朱
子
学
に
精
通
し
て
い
た
政
治
思
想
学
者
丸
山

が
小
松
の
言
を
挙
げ
て
い
る
と
い
う
、
そ
の
こ
と
で
あ
る
。
丸
山
は
深
く
福
沢
諭

吉
（
一
八
三
五

一
九
〇
一
）
に
傾
倒
し
て
い
た
が
８
、
小
松
は
こ
の
福
沢
と
同

年
生
ま
れ
で
あ
り
、
歴
史
的
人
物
と
し
て
の
小
松
の
人
と
な
り
を
丸
山
は
知
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
こ
で
は
本
論
の
性
格
上
、
小
松
と
福
沢
と
の
関

係
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
は
不
問
に
付
す
に
し
て
も
、
時
代
の
傾
向
を
知
る
う

え
で
両
人
間
に
は
共
通
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
封

建
制
的
伝
統
を
打
破
し
よ
う
と
す
る
思
考
法
で
あ
る
。

小
松
と
知
り
合
い
で
あ
り
、
と
も
に
国
務
に
勤
し
ん
だ
伊
達
宗
城 

（
一
八
一
八

一
八
九
二
）の
四
男
が
中
津
藩
主
奥
平
昌
邁（
一
八
五
五

一
八
八
四
）と
な
っ

て
い
た
が
、
福
沢
は
そ
の
家
臣
で
あ
っ
た
。『
福
翁
自
伝
』
で
は
藩
主
家
門
へ
の

軽
侮
は
凄
ま
じ
く
、『
文
明
論
之
概
略
』
で
も
能
力
に
基
づ
か
ず
、
単
に
門
閥
に

よ
る
社
会
構
成
と
な
っ
て
い
る
点
を
福
沢
は
断
固
、
侮
蔑
、
否
定
し
て
や
ま
な
い
。

明
治
初
年
ま
で
の
十
数
年
間
を
多
事
多
難
な
時
代
と
述
懐
し
て
い
る
福
沢
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
小
松
の
活
動
期
と
一
致
し
て
い
る
。

岩
下
方
平
ら
の
薩
摩
藩
関
係
者
の
名
前
は
先
の
自
伝
に
出
て
く
る
も
の
の
、
未
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だ
小
松
の
名
が
見
え
る
福
沢
の
文
自
体
に
は
行
き
あ
た
っ
て
い
な
い
。
五
代
友
厚

（
一
八
三
六

一
八
八
五
）
と
松
木
弘
安
（
寺
島
宗
則
。
一
八
三
二

一
八
九
三
）

は
小
松
の
側
近
グ
ル
ー
プ
に
入
る
が
、
松
木
は
福
沢
と
は
非
常
に
親
し
か
っ
た
。

同
じ
薩
摩
藩
で
も
、
松
木
は
五
代
同
様
、
武
断
派
の
西
郷
隆
盛
（
一
八
二
八

一

八
七
七
）や
大
久
保
利
通（
一
八
三
〇

一
八
七
八
）と
は
立
場
が
随
分
と
異
な
っ

て
お
り
、
蘭
学
を
学
ん
だ
こ
と
や
海
外
に
出
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
ろ
う
。

福
沢
が
閥
族
の
依
拠
す
る
封
建
制
と
彼
ら
の
教
養
と
道
徳
心
の
根
源
に
あ
る
儒

教
主
義
９
と
を
毛
嫌
い
し
て
い
る
こ
と
は
、
ど
の
著
作
か
ら
も
容
易
に
窺
わ
れ
る
。

氏
素
性
だ
け
で
高
い
地
位
に
あ
る
も
の
を
罵
倒
す
る
批
判
・
独
立
の
精
神
は
、
実

に
小
気
味
よ
い
。
だ
が
、
閥
族
階
層
に
属
す
る
小
松
は
彼
の
批
判
の
対
象
に
は
な

ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
（
一
八
四
三

一
九
二
九
）
の

小
松
評
に
は
福
沢
も
異
論
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。「
小
松
は
私
の
知
っ
て
い
る

日
本
人
の
中
で
一
番
魅
力
あ
る
人
物
で
、
家
老
の
家
柄
だ
が
、
そ
う
い
う
階
級
の

人
間
に
似
合
わ
ず
、
政
治
的
才
能
が
あ
り
、
態
度
が
人
に
優
れ
、
そ
れ
に
友
情
に

厚
く
、
そ
ん
な
点
で
人
々
に
傑
出
し
て
い
た
」10
。

（
二
）
小
松
帯
刀
と
薩
摩
藩
士
重
野
安
繹
―
文
化
的
伝
統
の
道

前
節
で
こ
の
時
代
に
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
書
籍
の
数
々
が
挙
が
っ
た
。
そ
れ
ら

が
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
印
刷
さ
れ
た
か
は
ま
た
、
こ
の
時
代
ら
し
い
特
性
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「
活
版
印
刷
」
草
創
期
を
辿
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

い
き
な
り
小
松
帯
刀
の
早
世
と
な
る
の
だ
が
、
彼
が
亡
く
な
っ
た
と
こ
ろ
は
大

阪
（
大
坂
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
阪
の
地
は
遠
い
鹿
児
島
か
ら
、
急
速
に
利
便
可

能
と
な
っ
た
蒸
気
船
で
た
ど
り
着
け
る
よ
う
に
な
っ
た
地
で
あ
り
、
ま
た
京
都
に

上
る
に
は
絶
好
の
中
継
点
で
あ
っ
た
。
京
都
は
長
く
文
化
都
市
と
し
て
の
性
格
を

持
ち
続
け
て
き
た
が
、
幕
末
の
開
国
後
は
日
本
の
政
治
都
市
へ
と
大
変
貌
を
遂
げ

た
。
徳
川
最
後
の
将
軍
慶
喜
は
京
に
釘
付
け
と
な
り
、
在
職
中
一
度
も
江
戸
城
に

は
登
城
で
き
な
か
っ
た
。慶
喜
が
い
る
と
こ
ろ
は
二
条
城
で
あ
り
、大
阪
城
で
あ
っ

て
、
江
戸
城
で
は
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
小
松
の
弔
辞
を
取
り
計
ら
っ
た
の
は
、
そ
の
家
臣
重
野
安
繹
（
厚

之
丞
。
一
八
二
七

一
九
一
〇
）で
あ
る
。
名
文
家
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
後
年
、

歴
史
家
と
し
て
名
を
挙
げ
る
漢
学
者
重
野
は
家
老
よ
り
八
歳
の
年
長
者
で
あ
り
、

長
命
を
保
ち
、
一
九
一
〇
年
に
死
去
し
た
11
。
明
治
三
年
に
死
去
し
た
小
松
の
没

後
四
〇
年
目
の
こ
と
で
、
明
治
も
あ
と
二
年
残
す
の
み
で
あ
っ
た
。
大
阪
で
息
を

引
き
取
る
間
際
ま
で
小
松
と
と
り
わ
け
縁
が
深
か
っ
た
の
は
、
重
野
と
同
じ
く
薩

摩
藩
士
の
家
臣
、
五
代
友
厚
（
一
八
三
六

一
八
八
五
）
で
あ
る
。
京
よ
り
大
阪

に
首
都
を
移
転
す
る
計
画
が
あ
っ
た
時
代
に
水
を
得
た
魚
の
よ
う
に
こ
の
商
都
で

一
頭
地
を
抜
く
活
躍
を
し
、
今
日
で
も
大
阪
経
済
界
の
基
盤
を
造
っ
た
先
人
と
し

て
尊
敬
さ
れ
て
い
る
。

先
ず
小
松
と
重
野
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
い
。
こ
れ
を
教
え
て
く
れ
る
の

は
、
興
味
深
い
論
考
、
北
野
克
「「
小
松
帯
刀
書
簡
」
に
つ
い
て
―
重
野
安
繹
先

生
添
創
詠
草
」
で
あ
る
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
る
エ
ッ
セ
ー
で
な
い
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
は
、『
田
山
方
南
先
生
華
甲
記
念
論
文
集
』（
田
山
方
南
先
生
華
甲
記
念

會
刊
、
昭
和
三
八
年
十
月
六
日
）
に
所
収
さ
れ
た
論
文
の
一
本
で
、
序
文
は
松
永

安
左
エ
門
、
巻
頭
論
文
は
坂
本
太
郎
が
草
し
、
錚
々
た
る
執
筆
者
が
続
く
。
そ
の

中
に
竹
内
理
三
の
名
も
あ
る
。
華
甲
と
は
還
暦
と
同
義
語
で
あ
る
。
田
山
方
南
の

本
名
は
信
郎
で
文
部
省
国
宝
監
査
官
と
あ
る
。
今
で
も
こ
の
公
職
が
あ
る
か
ど
う

か
は
不
明
だ
が
、
呼
び
名
が
変
わ
っ
て
存
続
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
華
甲
同

様
、
普
段
目
に
す
る
字
で
は
な
い
。

筆
者
の
北
野
克
（
た
ゆ
る
。
一
九
〇
四

一
九
九
二
）
は
古
筆
学
・
国
文
学
の

専
門
家
。
彼
が
論
を
世
に
出
し
た
年
、
昭
和
三
八
年
は
西
暦
で
は
一
九
六
三
年
で

あ
り
、
今
と
な
っ
て
は
か
な
り
の
昔
と
な
る
。
小
松
宗
家
を
じ
か
に
知
り
、
史
料

を
持
つ
者
だ
け
が
執
筆
で
き
る
独
特
の
論
考
が
紹
介
の
も
の
で
あ
り
、こ
こ
で
は
、
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要　

第
二
十
一
号

帯
刀
が
読
ん
だ
歌
を
重
野
安
繹
に
添
削
依
頼
し
た
書
簡
と
添
削
詠
草
一
通
が
話
題

に
な
っ
て
い
る
。
小
松
の
歌
道
師
匠
は
八
田
知
紀
（
一
七
九
九

一
八
七
三
）
で
、

小
松
は
自
ら
観
瀾
と
号
し
、
心
か
ら
歌
を
楽
し
ん
だ
し
、
い
か
な
る
状
況
に
あ
っ

て
も
、
最
期
ま
で
作
歌
を
好
ん
だ
12
。
薩
摩
の
武
門
を
代
表
す
る
家
に
生
ま
れ
た

だ
け
で
な
く
、
歌
道
に
通
じ
て
い
た
文
化
人
で
も
あ
れ
ば
こ
そ
、
長
く
滞
在
し
た

京
都
で
公
家
や
徳
川
家
歴
代
将
軍
、
家
茂
や
と
り
わ
け
慶
喜
と
親
交
を
持
つ
こ
と

が
で
き
た
ゆ
え
ん
は
、こ
の
よ
う
な
嗜
み
が
功
を
奏
し
た
面
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
珍
し
い
収
録
先
の
論
を
ど
う
し
て
知
る
こ
と
が
で
き

た
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
は
『
禰
寝
文
書
』（
根
占=

小
松
家
文
書
）
研
究
の

第
一
人
者
だ
っ
た
川
添
昭
二
が
北
野
の
名
を
挙
げ
て
い
る
論
考
に
出
会
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
九
州
大
学
で
竹
内
の
指
導
を
受
け
た
川
添
は
本

年（
二
〇
一
八
年
）三
月
に
死
去
し
た
。
小
松
に
つ
い
て
は
次
の
言
を
残
し
て
い
る
。

 （
鹿
児
島
市
）
鶴
丸
城
の
前
通
り
一
帯
は
上
級
武
士
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
い

ま
の
山
下
町
の
東
郵
便
局
の
地
に
は
家
老
の
小
松
帯
刀
清
廉
の
邸
宅
が
あ
り
ま

し
た
。
小
松
氏
は
大
隅
国
禰
寝
氏
の
子
孫
で
日
置
郡
日
吉
町
吉
利
に
移
さ
れ
、

そ
こ
を
本
拠
と
し
て
い
ま
し
た
。
小
松
帯
刀
は
大
久
保
利
通
や
西
郷
隆
盛
な
ど

と
と
も
に
幕
末
薩
摩
藩
の
政
治
・
軍
事
を
に
な
い
、
長
州
・
土
佐
と
盟
約
を
む

す
び
、
徳
川
慶
喜
に
大
政
奉
還
を
進
言
し
て
そ
の
実
現
を
み
て
い
ま
す
。
三
六

歳
の
若
さ
で
病
死
し
ま
す
。
そ
の
事
績
は
大
久
保
や
西
郷
の
陰
に
か
く
さ
れ
て

い
て
よ
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
13
。

こ
の
よ
う
に
喝
破
さ
れ
て
い
て
、
至
言
で
あ
ろ
う
。
小
松
邸
宅
の
地
に
は
今
は

主
で
あ
っ
た
小
松
帯
刀
の
銅
像
が
立
ち
、大
政
奉
還
を
求
め
る
姿
と
な
っ
て
い
る
。

や
や
離
れ
て
高
い
と
こ
ろ
に
は
西
郷
隆
盛
の
銅
像
が
あ
り
、向
か
い
合
っ
て
い
る
。

も
う
一
点
、小
松
帯
刀
と
重
野
安
繹
の
関
係
を
伝
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
が
、

こ
れ
に
は
彼
ら
を
取
り
持
つ
五
代
友
厚
の
名
を
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ

は
日
本
に
お
け
る
活
版
印
刷
揺
籃
期
の
一
歴
史
で
も
あ
る
。

五
代
友
厚
が
大
阪
か
ら
長
崎
の
出
版
業
兼
書
肆
と
考
え
ら
れ
る
大
村
屋
に
出
し

た
書
状
（
明
治
三
年
三
月
一
九
日
付
）
に
よ
る
と
、
小
松
家
所
蔵
の
『
二
十
一
史

略
』
を
活
版
印
刷
し
出
版
す
る
計
画
を
立
て
、
そ
れ
は
漢
文
学
に
通
じ
た
重
野
に

相
談
の
上
で
決
め
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。『
史
記
』
か
ら
『
元
史
』
ま
で
の

正
史
『
二
十
一
史
略
』
は
近
頃
流
行
し
て
い
る
支
那
の
歴
史
叢
書
で
あ
る
が
、
大

阪
で
は
入
手
し
が
た
く
、
し
か
も
高
価
な
の
で
公
刊
を
思
い
付
い
た
。
こ
の
年
の

夏
に
小
松
は
世
を
去
る
の
で
、
こ
の
話
は
そ
の
数
か
月
前
の
こ
と
に
な
る
。
金
銭

的
に
苦
労
し
て
い
た
小
松
の
た
め
に
一
肌
脱
い
で
助
け
る
意
味
も
事
業
家
五
代
の

頭
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
小
松
は
か
つ
て
薩
英
戦
争
後
の
五
代
の
身
を
非
常

に
案
じ
、長
崎
か
ら
上
海
に
渡
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
思
う
に
、

こ
の
渡
海
案
は
唐
突
な
話
で
な
く
、
五
代
に
は
こ
れ
以
前
、
上
海
滞
在
の
経
験
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
時
高
杉
晋
作
と
知
己
の
間
柄
に
な
っ
て
い
た
14
。

大
村
屋
は
実
際
に
は
販
売
を
請
け
合
わ
な
か
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
五
代
は
ど
の

よ
う
に
し
て
歴
史
書
を
印
刷
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
。
そ
こ
で
登
場
す
る
の
が

本
木
昌
造
で
あ
る
。
次
節
で
少
々
本
木
の
長
崎
時
代
の
初
め
か
ら
話
を
始
め
る
こ

と
に
し
よ
う
。

（
三
）
小
松
帯
刀
と
薩
摩
藩
士
五
代
友
厚
、
長
崎
の
人
本
木
昌
造

小
松
が
地
元
鹿
児
島
と
京
都
、
大
阪
、
東
京
以
外
で
文
字
通
り
大
き
な
足
跡
を

残
し
て
い
る
町
は
こ
こ
長
崎
で
あ
る
。
長
崎
は
近
代
の
活
版
印
刷
の
先
駆
者
と
な

る
本
木
昌
造
（
昌
三
。
一
八
二
四

一
八
七
五
）
の
故
郷
だ
っ
た
。
本
木
は
、
平

戸
の
葡
萄
牙
通
詞
の
流
れ
を
引
く
長
崎
の
阿
蘭
陀
通
詞
の
出
で
、
長
崎
海
軍
伝
習

所
で
も
通
弁
官
を
務
め
て
い
た
。
こ
の
た
め
小
松
と
の
関
係
は
早
く
か
ら
始
ま
っ

て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
同
じ
く
長
崎
滞
在
の
多
か
っ
た
五
代
と
の
関
係
も
同
断
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小
松
帯
刀
と
新
時
代
―
―
国
際
法
・
印
刷
・
教
育
・
科
学

で
あ
ろ
う
。
五
代
の
場
合
は
さ
ら
に
親
交
に
近
か
っ
た
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
同

伝
習
所
に
薩
摩
藩
か
ら
送
ら
れ
た
一
人
が
こ
の
五
代
で
あ
り
15
、
五
代
は
本
木
と

は
言
わ
ば
同
じ
釜
の
飯
を
食
っ
た
間
柄
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
長
崎
の
町
は
起
伏

に
富
む
と
は
い
え
、
そ
の
市
街
地
は
狭
く
人
々
の
交
流
は
親
密
度
を
高
め
る
。

海
軍
伝
習
所
と
活
版
が
ど
う
し
て
結
び
付
く
の
か
。
同
伝
習
所
に
は
数
々
の
分

野
の
教
師
が
い
た
の
だ
が
、
来
日
し
た
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
公
募
の
専
門
技
術
者
の
中

に
活
版
術
の
新
製
植
字
法
を
教
え
る
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ン
が
含
ま
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
16
。
海
運
術
に
も
長
け
て
い
た
本
木
は
す
で
に
二
〇
代
の
頃
か
ら
、
通
訳

の
公
務
の
傍
ら
活
字
技
術
取
得
に
精
を
出
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
そ

し
て
ゆ
く
ゆ
く
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
る
こ
と
を
見
込
ん
で
事
業
化
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
商
才
は
五
代
に
譲
る
と
は
い
え
ど
も
、
こ
の

本
木
は
実
に
多
面
的
な
才
を
持
っ
た
人
物
だ
っ
た
。

海
軍
伝
習
所
は
安
政
二
年
、
一
八
五
五
年
に
始
ま
り
、
早
く
も
安
政
六
年
、
一

八
五
九
年
に
閉
鎖
さ
れ
る
も
の
の
、
併
設
さ
れ
て
い
た
長
崎
製
鉄
所
は
続
き
、
そ

れ
は
ま
た
長
崎
造
船
所
の
前
身
と
な
っ
た
17
。
こ
れ
と
関
連
す
る
船
舶
の
た
め
の

小
菅
ド
ッ
ク
、
通
称
小
菅
ソ
ロ
バ
ン
ド
ッ
ク
は
今
日
、
小
松
帯
刀
、
五
代
友
厚
、

そ
し
て
ト
ー
マ
ス
・
グ
ラ
ヴ
ァ
ー
の
名
と
と
も
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
18
。
本
木
が

伝
習
所
で
活
版
術
技
術
を
深
め
た
意
義
は
大
き
く
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
年
）

に
な
る
と
、浄
財
な
ど
を
も
と
に
新
街
私
塾
（
現
長
崎
県
市
町
村
職
員
共
済
会
館
）

を
開
設
、
ま
た
製
鉄
所
付
属
の
活
版
伝
習
所
（
唐
通
事
会
所
跡
。
現
長
崎
市
立
図

書
館
）
を
設
立
し
た
。
翌
年
に
は
新
街
私
塾
内
に
新
町
活
版
所
を
併
設
し
、
民
間

経
営
に
乗
り
出
し
た
。
こ
れ
は
日
本
初
の
民
間
活
版
事
業
の
始
ま
り
を
な
す
。
続

い
て
、彼
の
活
版
印
刷
所
は
大
阪
、横
浜
、京
都
、そ
し
て
東
京
に
生
ま
れ
て
い
く
。

こ
の
発
展
に
は
も
う
一
つ
、本
木
が
上
海
よ
り
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ガ
ン
ブ
ル
（
ギ
ャ

ン
ブ
ル
）
を
招
き
、
ガ
ン
ブ
ル
よ
り
電
胎
鋳
造
母
型
に
よ
る
活
字
製
造
法
を
習
得

し
て
い
た
こ
と
が
著
し
く
預
か
っ
て
い
る
。
上
海
は
こ
の
頃
、
印
刷
業
の
一
大
中

心
地
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
と
の
関
係
も
深
く
、
注
目
に
値
す
る
。
西
南
九
州
か

ら
は
こ
の
地
は
遠
く
な
く
、
様
々
な
点
で
繋
が
り
が
で
き
た
町
と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
薩
摩
藩
の
所
有
す
る
、
上
海
よ
り
輸
入
し
た
洋
式
活
字
と
印
刷
機
は
重
野
安

嗣
を
介
し
て
本
木
に
わ
た
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
池
原
香
穉
（
一
八
三
〇

一
八
八

四
）
が
取
り
も
っ
た
情
報
の
よ
う
で
あ
る
19
。
書
に
秀
で
て
い
た
地
元
長
崎
の
眼

科
医
で
あ
っ
た
池
原
は
本
木
と
は
長
崎
（
崎
陽
）
歌
壇
の
仲
間
で
も
あ
り
、
元
は

吉
田
松
陰
と
親
し
か
っ
た
勤
皇
の
志
士
で
あ
っ
た
。
歌
の
道
で
は
高
崎
正
風
（
一

八
三
六

一
九
一
二
）
に
つ
い
て
学
び
、
有
名
で
あ
る
。
高
崎
の
師
は
八
田
知
紀

で
あ
り
、
八
田
は
ま
た
小
松
の
師
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
先
述
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
活
字
が
当
時
至
る
所
に
完
璧
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
本
木
に
宛
て
た
書
状
の
中
で
、
五
代
は
前
述
し
た
『
二
十
一
史
略
』
を
大
阪

で
印
行
す
る
た
め
に
必
要
な
活
字
は
、
長
崎
か
ら
持
参
し
て
上
阪
し
て
ほ
し
い
と

付
け
加
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
本
木
は
印
刷
技
術
を
併
せ
持
つ
弟
子
た
ち
、
酒
井

正
三
と
小
幡
正
蔵
を
大
阪
に
送
り
込
む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
書
状
が
明
治
三
年
三

月
一
九
日
の
日
付
を
持
つ
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
こ
れ
に
関
係
す
る
重
野
の
五 小菅ドック、通称ソロバンドック（筆者撮影）
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要　

第
二
十
一
号

代
宛
書
簡
も
残
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
三
月
一
一
日
の
日
付
を
持
ち
、
重
野
が
小
松

か
ら
『
二
十
一
史
略
』
の
相
談
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
受
け
て
重
野
は
五
代
に
相
談
し
、
先
の
よ
う
な
本
木
宛
の
五
代
の
書

状
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

小
松
は
時
代
の
最
先
端
の
医
療
技
術
を
受
け
る
た
め
に
も
当
地
大
阪
に
い
て
、

旧
知
の
重
野
や
五
代
に
会
う
機
会
も
多
か
っ
た
。
宿
痾
に
苦
し
む
小
松
は
す
で
に

前
年
の
明
治
二
年
、
一
八
六
九
年
の
五
月
に
官
吏
公
選
に
よ
り
全
職
を
免
じ
ら
れ

て
い
た
。
小
松
が
待
ち
望
ん
で
い
た
こ
の
刊
行
物
は
彼
の
病
勢
と
の
競
争
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
故
、
五
代
の
書
簡
か
ら
推
し
量
る
と
、
こ
の
『
二
十
一

史
略
』
は
急
な
話
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
何
故
な
ら
、
大
阪
で
発
行
す
る

予
定
の
新
聞
に
つ
い
て
は
後
回
し
で
構
わ
な
い
、
と
書
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

新
聞
事
業
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
年
一
月
長
崎
に
立
ち
寄
っ
た
五
代
は
本
木
と
大

村
屋
に
大
阪
で
の
新
聞
発
行
を
持
ち
か
け
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
本
木
は
懇
意

に
し
て
い
た
大
阪
の
長
崎
屋
宗
三
郎
と
田
村
良
助
に
連
絡
を
入
れ
て
、
五
代
と
の

間
で
こ
の
件
は
進
行
中
で
あ
っ
た
。

当
事
者
同
士
の
こ
の
よ
う
な
往
き
来
に
つ
い
て
は
、
古
谷
昌
二
が
丹
念
に
調
査

し
、
ま
た
大
阪
の
印
刷
所
開
設
に
あ
た
っ
て
は
本
木
の
覚
書
（
国
立
公
文
書
館
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
を
紹
介
し
て
い
る
。
以
下
、
同
氏
の
要
点
の
う
ち
拙
文
に
関

わ
る
番
号
の
個
所
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。
本
の
題
名
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
①

大
阪
府
の
御
用
活
版
所
と
し
て
設
立
し
、
本
木
昌
造
（
元
木
と
表
記
）
が
全
て
を

手
配
す
る
こ
と
。
②
『
二
十
一
史
』
の
校
合
・
句
読
を
重
野
安
繹
に
お
願
い
す
る

こ
と
。
③
活
字
数
が
揃
っ
た
ら
、
期
限
を
定
め
て
『
二
十
一
史
』
を
印
刷
し
、
利

益
は
二
分
割
す
る
こ
と
。
④
『
二
十
一
史
』
を
出
版
す
る
ま
で
は
、
そ
の
他
の
書

籍
売
上
高
の
五
歩
を
上
納
す
る
こ
と
20
。

五
代
の
出
資
を
得
て
、
ち
ょ
っ
と
や
や
こ
し
い
話
だ
が
、
長
崎
の
大
村
屋
は
降

り
て
大
阪
の
長
崎
屋
宗
三
郎
方
に
活
版
所
（
大
手
通
三
丁
目
）
が
開
設
さ
れ
て
印

刷
態
勢
に
入
っ
た
の
は
小
松
の
生
前
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た
だ
、
結
局
『
二
十
一
史

略
』
は
公
刊
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

こ
と
史
書
の
近
代
印
刷
に
限
っ
て
も
、
小
松
と
五
代
と
の
関
係
は
こ
れ
だ
け
に

留
ま
ら
な
い
。
大
坂
活
版
所
で
、
五
代
は
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
の
第
三
版
に

あ
た
る
通
称
『
薩
摩
辞
書
』
を
堀
孝
之
（
一
九
一
一
年
、
明
治
四
四
年
死
去
）
に

任
せ
て
、
さ
ら
に
増
補
改
訂
し
印
刷
し
よ
う
と
し
た
。
元
は
上
海
で
印
刷
さ
れ
て

お
り
、
五
代
は
小
松
に
頼
ま
れ
そ
の
売
り
捌
き
に
尽
力
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
日

本
の
ほ
う
で
印
刷
し
た
ほ
う
が
便
利
か
と
思
わ
れ
た
が
、「
新
版
」
も
結
局
上
海

で
印
刷
さ
れ
た
の
は
、
出
版
史
の
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

（
四
）
小
松
帯
刀
と
何
礼
之
―
近
代
高
等
教
育
計
画

大
政
奉
還
後
、
小
松
の
体
調
は
芳
し
く
な
か
っ
た
。
大
阪
で
は
オ
ラ
ン
ダ
人
医

師
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
・
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
（
ボ
ー
ド
ワ
ン
。
一
八
二
〇

一
八
八
五
）

か
ら
最
新
の
治
療
を
受
け
な
が
ら
も
、
当
地
で
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
。
他
方

で
、
逆
説
的
と
は
い
え
、
小
松
に
は
大
阪
大
学
医
学
部
創
設
に
関
わ
る
命
の
余
力

が
残
さ
れ
て
い
た
。
の
み
な
ら
ず
、そ
の
貢
献
は
医
学
部
創
設
に
限
ら
な
か
っ
た
。

広
く
近
代
の
教
育
制
度
創
始
と
関
わ
る
国
務
が
京
阪
神
で
待
っ
て
い
た
。

大
阪
は
学
問
が
盛
ん
な
地
で
あ
り
、
江
戸
末
期
に
な
る
と
緒
方
洪
庵
の
塾
、
適

塾
な
ど
も
現
わ
れ
て
い
た
。
政
治
家
と
し
て
の
小
松
は
大
政
奉
還
の
役
割
で
は
土

佐
藩
の
後
藤
象
二
郎
（
一
八
三
八

一
八
九
七
）
と
併
称
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、

彼
ら
は
官
選
時
代
の
大
阪
府
知
事
（
府
事
管
理
）
で
あ
っ
た
21
。
初
代
は
公
家
の

醍
醐
忠
順
（
一
八
三
〇

一
八
九
〇
）
で
在
職
期
間
は
お
よ
そ
二
〇
日
間
で
あ
り
、

こ
れ
に
続
い
た
こ
と
に
な
る
。
小
松
・
後
藤
の
在
職
時
代
に
大
福
寺
（
東
区
上
本

町
四
丁
目
）
に
浪
華
仮
病
院
及
び
医
学
校
が
創
立
さ
れ
て
い
る
。
院
長
は
洪
庵
二

男
の
緒
方
惟
準
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
現
在
の
大
阪
大
学
医

学
部
に
至
る
22
。
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小
松
帯
刀
と
新
時
代
―
―
国
際
法
・
印
刷
・
教
育
・
科
学

小
松
の
場
合
、
こ
の
大
学
だ
け
で
な
く
、
別
の
学
校
も
ま
た
こ
の
地
に
関
わ
る
。

さ
ら
に
は
大
阪
に
留
ま
ら
ず
、
京
都
の
地
と
も
関
わ
る
広
域
性
を
有
す
る
学
校
制

度
と
な
る
の
だ
が
、
こ
の
場
合
、
彼
と
何
礼
之
（
が
の
り
ゆ
き
。
或
い
は
が
れ
い

し
）
と
い
う
人
物
の
関
係
が
重
要
と
な
る
。
両
人
は
明
治
に
な
る
以
前
か
ら
極
め

て
昵
懇
の
間
柄
と
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
や
は
り
小
松
が
長
崎

と
の
縁
が
深
か
っ
た
こ
と
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
し
、
何
自
身
、
薩
摩
藩
と
の
縁
が

浅
く
な
か
っ
た
。

先
ず
何
礼
之
（
一
八
四
〇

一
九
二
三
）
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た

い
。
彼
は
唐
通
詞
の
子
孫
で
あ
っ
た
が
、
安
政
五
年
、
一
八
五
八
年
、
幕
府
創
設

の
長
崎
英
語
伝
習
所
で
学
ぶ
こ
と
に
な
る
ひ
と
り
で
あ
り
、
ま
た
後
に
は
教
師
と

も
な
っ
た
。
教
師
は
英
国
人
の
ほ
か
に
長
崎
海
軍
伝
習
所
の
オ
ラ
ン
ダ
人
も
務
め

て
い
た
が
、
有
名
な
教
師
に
は
オ
ラ
ン
ダ
系
ア
メ
リ
カ
人
グ
イ
ド
・
フ
ル
ベ
ッ
キ

（
一
八
三
〇

一
八
九
八
）が
い
る
23
。
時
代
が
西
欧
語
取
得
を
求
め
て
い
る
こ
と
、

中
で
も
特
に
英
語
に
特
化
さ
れ
始
め
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
明

ら
か
に
何
は
家
学
の
漢
語
を
経
て
蘭
学
へ
、
さ
ら
に
は
蘭
学
か
ら
英
学
へ
と
時
代

が
移
行
し
て
い
る
と
察
知
し
た
の
で
あ
る
。

横
浜
鎖
港
談
判
使
節
団
と
し
て
知
ら
れ
る
遣
欧
使
節
団
の
正
使
池
田
長
発
（
な

が
お
き
。
一
八
三
七

一
八
七
九
）
と
そ
の
一
行
が
文
久
三
年
、
一
八
六
三
年
、

フ
ラ
ン
ス
に
向
か
う
船
に
、何
は
通
訳
官
と
し
て
同
乗
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

池
田
は
一
八
三
七
年
生
ま
れ
だ
か
ら
、ま
だ
二
七
歳
の
時
で
あ
る
。
小
松
で
あ
れ
、

池
田
で
あ
れ
、
今
日
か
ら
見
る
と
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
の
若
さ
で
地
位
あ
る
者

た
ち
は
大
役
を
引
き
受
け
て
い
る
。
最
終
的
に
何
は
こ
の
一
行
に
加
わ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
遠
く
長
崎
か
ら
出
港
地
の
江
戸
に
向
か
っ
た
船
が
間
に
合
わ
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
池
田
は
通
訳
を
一
人
欠
く
こ
と
と
な
り
、
現

地
で
不
自
由
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ハ
プ
ニ
ン
グ
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
出
港
後
に
寄
港
し
た
上
海
で
は
、

薩
摩
英
学
の
先
駆
者
で
長
崎
滞
在
が
長
く
、
日
本
脱
出
を
図
っ
て
い
た
上
野
景
範

（
一
八
四
五

一
八
八
八
）
が
乗
船
を
懇
願
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
む
ろ

ん
上
野
の
願
い
は
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
訪
欧
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
明
治
維
新
後
、

上
野
は
新
政
府
に
徴
用
さ
れ
、
外
国
事
務
局
御
用
掛
に
任
命
さ
れ
、
明
治
一
〇
年

代
前
半
ま
で
の
目
覚
ま
し
い
外
交
官
と
し
て
の
彼
の
活
躍
が
始
ま
る
の
で
あ
る
24
。

何
も
亦
、
明
治
維
新
後
に
い
わ
ゆ
る
岩
倉
使
節
団
に
加
わ
り
、
欧
米
見
聞
を
果

た
す
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
直
前
ま
で
の
活
躍
が
目
立
つ
。
し
か
も
余
命
い

く
ば
く
も
な
か
っ
た
小
松
と
の
関
係
が
深
く
、
注
目
さ
れ
る
。
新
政
府
の
開
成
所

御
用
係
、
訳
官
と
な
っ
た
の
ち
、
明
治
元
年
七
月
、
小
松
に
随
行
し
て
京
摂
に
出

向
く
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
外
国
官
（
外
国
事
務
局
の
後
身
で
、
現
外
務
省

の
前
身
）
で
小
松
ら
を
補
佐
す
る
一
等
訳
官
（
明
治
元
年
九
月
六
日
）
と
な
っ
た
。

こ
の
時
の
何
の
任
務
は
、新
政
府
が
英
国
オ
リ
エ
ン
タ
ル
バ
ン
ク
（
東
洋
銀
行
）

に
対
し
て
横
浜
税
関
を
抵
当
に
入
れ
た
上
で
洋
銀
三
万
元
を
借
用
す
る
交
渉
の
際

の
通
訳
と
、
そ
の
契
約
書
の
作
成
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
25
。
オ
リ
エ
ン
タ
ル
バ

ン
ク
と
の
約
定
に
は
小
松
ら
の
名
は
あ
る
が
、
何
の
署
名
は
な
い
。
こ
の
頃
フ
ラ

ン
ス
は
小
松
ら
の
新
政
府
に
対
し
て
、
前
政
権
の
幕
府
が
借
用
し
た
金
の
返
済
が

不
可
能
で
あ
れ
ば
、
こ
ち
ら
の
援
助
で
で
き
た
横
須
賀
・
横
浜
製
鉄
所
を
差
し
押

さ
え
る
と
通
告
し
て
き
た
。
小
松
ら
は
英
国
か
ら
の
借
用
金
を
フ
ラ
ン
ス
へ
の
借

金
返
済
に
廻
し
て
事
態
を
解
決
し
た
。
小
松
は
借
用
金
の
一
部
は
「
京
摂
御
用
」

に
持
参
す
る
と
大
久
保
あ
て
の
書
簡
で
明
言
し
て
い
る
。
彼
は
こ
れ
を
こ
の
の
ち

神
戸
で
兵
庫
県
知
事
伊
藤
俊
介
（
博
文
）
に
託
し
て
い
る
26
。

小
松
の
前
に
再
び
上
方
が
新
教
育
の
地
と
し
て
立
ち
現
れ
る
。病
の
身
な
が
ら
、

ほ
か
の
要
人
と
同
様
、
幾
つ
か
の
役
を
熟こ

な

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
小
松
は
新

時
代
に
は
人
材
の
育
成
が
欠
か
せ
な
い
と
判
断
し
、
京
摂
間
に
日
本
に
は
な
か
っ

た
最
高
学
府
と
し
て
の
大
学
校
を
構
想
し
、
そ
れ
が
可
能
か
ど
う
か
を
何
に
探
る

よ
う
命
じ
た
。
何
自
身
も
造
幣
局
権
判
事
を
兼
ね
て
い
た
。
語
学
力
を
活
か
し
、
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要　

第
二
十
一
号

必
要
あ
っ
て
大
阪
に
私
塾
の
瓊
江
塾
を
開
い
た
何
は
、
他
方
で
大
阪
府
に
公
的
な

洋
学
校
創
設
を
発
議
す
る
。
発
議
か
ら
一
月
後
の
明
治
二
年
九
月
二
二
日
、
授
業

兼
務
を
兼
ね
た
校
長
（
大
学
少
博
士
、
大
坂
洋
学
校
取
締
）
に
何
礼
之
が
な
り
、

府
立
大
坂
洋
学
校
が
開
校
し
た
。『
経
済
便
蒙
』、『
西
洋
法
制
』
の
二
書
が
翻
訳

出
版
さ
れ
た
。
教
科
書
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

大
学
校
は
結
局
東
京
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
大
学
の
要
員
と
な
る
よ
う

内
旨
を
も
ら
っ
て
い
た
何
で
は
あ
る
が
、
関
西
、
京
摂
間
に
最
高
学
府
を
と
い
う

小
松
と
の
約
束
を
果
た
す
た
め
に
出
国
す
る
ま
で
京
阪
の
地
に
留
ま
り
た
い
と
内

請
し
た
。
天
は
何
に
近
代
化
日
本
の
た
め
に
長
命
を
与
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
の
何
は
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
古
典
『
法
の
精
神
』
な
ど
の
翻
訳
で
知
ら
れ

る
よ
う
に
、
さ
ら
に
顕
著
な
功
績
を
挙
げ
続
け
た
。

（
五
）
小
松
帯
刀
と
舎
密
、
水
雷
術
―
近
代
科
学
と
の
出
会
い

二
〇
一
三
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
で
会
津
人
山
本
覚
馬
（
一
八
二
八

一
八
九
二
）
の
『
管
見
』
が
物
語
の
筋
の
な
か
で
割
と
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
た
。
そ
れ
に
劇
的
に
対
応
し
た
の
は
西
郷
隆
盛
で
あ
り
、
小
松
の
「
こ
」
の

字
も
出
て
こ
な
か
っ
た
。
実
際
は
京
都
の
薩
摩
藩
邸
に
覚
馬
が
幽
閉
さ
れ
た
時
は

こ
の
屋
敷
の
長
と
し
て
家
老
の
小
松
帯
刀
が
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
『
管
見
』
に

注
目
し
た
の
は
小
松
で
あ
っ
た
27
。
山
本
は
同
志
社
英
学
校
開
設
に
関
わ
る
が
、

こ
の
地
は
薩
摩
藩
邸
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
同
志
社
大
学
に
は
藩
屋
敷
の

こ
と
が
記
さ
れ
た
案
内
板
が
あ
る
。

現
在
京
都
に
あ
る
大
学
の
う
ち
同
志
社
創
設
に
小
松
は
関
与
し
て
は
い
な
い

が
、
旧
制
の
第
三
高
等
学
校
、
現
在
の
京
都
大
学
創
設
に
は
そ
の
名
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
出
発
点
は
大
阪
に
あ
っ
た
。
こ
の
三
高
創
設
に
関
わ
る
好
サ

イ
ト
が
あ
る
。
一
九
三
一
年
生
ま
れ
の
日
本
中
世
史
家
上
横
手
雅
敬
京
都
大
学
名

誉
教
授
の
手
に
な
る
文
で
、
小
松
の
名
前
と
何
の
活
躍
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

旧
制
三
高
と
京
都
帝
国
大
学
の
相
違
が
歴
史
的
に
記
さ
れ
て
お
り
、
上
横
手
の
世

代
は
ま
だ
こ
の
旧
制
高
校
が
あ
り
、
そ
の
最
終
段
階
を
迎
え
て
い
た
た
め
に
そ
の

終
焉
記
と
も
な
っ
て
い
る
28
。

こ
の
三
高
が
舎
密
局
と
関
わ
る
こ
と
が
ま
た
時
代
の
特
徴
を
明
示
し
て
い
る
で

あ
ろ
う
。
舎
密
局
の
舎
密
（
せ
い
み
）
と
は
オ
ラ
ン
ダ
語chem

ie

の
音
訳
で
あ

り
、
宇
田
川
榕
菴
（
一
七
九
八

一
八
四
六
）
が
『
舎
密
開
宗
』
と
題
し
て
以
下

の
書
を
翻
訳
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
れ
は
一
八
三
〇
年
代
後
半
の
こ
と
で
、
原

書
は
英
国
人
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
ン
リ
ー
が
一
七
九
九
年
に
書
い
たE

lem
ents of 

E
xperim

ental Chem
istry

の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
で
あ
る
が
、
単
な
る
一
訳
書
で
は

な
く
、
宇
田
川
自
身
の
知
見
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
他
の
関
連
外
国
書

も
参
照
さ
れ
て
い
て
、
日
本
に
お
け
る
化
学
の
新
出
発
点
と
な
っ
た
。
そ
し
て
幕

末
期
の
長
崎
海
軍
伝
習
所
な
ど
で
も
広
く
使
わ
れ
た
29
。

公
的
な
舎
密
局
の
歴
史
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
元
来
幕
府
の
開
成
所
内
に

理
化
学
系
の
教
育
機
関
、
理
化
学
校
を
設
け
る
構
想
が
あ
っ
た
が
、
江
戸
、
東
京

が
幕
末
維
新
の
戦
闘
を
伴
う
混
乱
の
た
め
、
明
治
元
年
、
一
八
六
八
年
、
大
阪
に

施
設
を
移
転
し
、
オ
ラ
ン
ダ
人
化
学
教
師
ク
ン
ラ
ー
ト
・
ヴ
ォ
ル
テ
ル
・
ハ
ラ
タ

マ
（
一
八
三
一

一
八
八
八
）
を
教
頭
と
す
る
大
阪
舎
密
局
が
開
校
し
た
。
移
転

等
に
つ
い
て
は
小
松
が
ハ
ラ
タ
マ
ら
と
会
談
し
て
決
め
た
こ
と
で
あ
っ
た
30
。
時

に
明
治
二
年
五
月
一
日
、
西
暦
で
一
八
六
九
年
六
月
一
〇
日
で
あ
る
。
五
月
一
日

は
第
三
高
等
学
校
の
創
立
記
念
日
と
な
り
、記
念
祭
と
し
て
祝
わ
れ
る
。
こ
の
時
、

ハ
ラ
タ
マ
は
来
賓
と
聴
衆
の
二
百
名
を
前
に
開
校
演
説
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
後
に

翻
訳
さ
れ
て
「
舎
密
局
開
講
之
説
」
と
し
て
出
版
さ
れ
た
31
。

本
論
で
し
ば
し
ば
言
及
し
て
き
た
よ
う
に
大
阪
を
根
城
に
し
て
い
た
小
松
の
役

割
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
局
は
学
校
を
意
味
す
る
。
小
松
の
名
が
こ
う
し
て
大

阪
舎
密
局
に
端
を
発
す
る
第
三
高
等
学
校
の
始
ま
り
に
現
れ
る
こ
と
と
な
る
。
上

横
手
は
大
阪
に
留
ま
っ
た
何
の
努
力
を
讃
え
て
い
る
が
、
小
松
帯
刀
の
名
も
忘
れ
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小
松
帯
刀
と
新
時
代
―
―
国
際
法
・
印
刷
・
教
育
・
科
学

て
い
な
い
。
こ
の
時
代
は
官
庁
名
と
同
様
、
学
校
名
も
複
雑
な
経
緯
を
辿
っ
て
変

遷
し
て
い
く
が
、
始
ま
り
の
根
元
は
明
瞭
で
あ
っ
た
。
大
阪
の
地
で
学
ん
だ
生
徒

の
一
人
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
適
塾
、
大
阪
医
学
校
、
大
阪
舎
密
局
で
学
ん
だ
早
熟

の
天
才
高
峰
譲
吉
（
一
八
五
四

一
九
二
二
）
で
あ
る
。
彼
が
長
崎
に
留
学
し
た

の
は
僅
か
一
二
歳
の
時
で
あ
っ
た
32
。

既
出
の
長
崎
海
軍
伝
習
所
（
第
一
次
団
長
ペ
ル
ス
・
ラ
イ
ケ
ン
、
第
二
次
団
長

フ
ァ
ン
・
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ー
ケ
）
の
付
置
機
関
と
し
て
医
学
伝
習
所
が
あ
り
、
オ

ラ
ン
ダ
軍
医
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ポ
ン
ぺ
（
一
八
二
九

一
九
〇
八
）
が
教
鞭
を
取
っ
た
。

来
日
し
た
の
は
フ
ァ
ン
・
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ー
ケ
の
時
で
あ
っ
た
。
ポ
ン
ぺ
は
病
院

の
必
要
性
を
も
提
言
し
、
や
が
て
実
現
し
た
。
こ
の
時
、
ポ
ン
ぺ
を
助
け
て
い
た

の
が
師
事
し
て
い
た
松
本
良
順
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
病
院
、
長
崎
養
生
所
に
ポ

ン
ぺ
の
後
身
と
し
て
来
日
す
る
こ
と
に
な
る
の
が
、ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
・
ボ
ー
ド
ウ
ィ

ン
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
長
崎
の
西
欧
医
学
の
伝
統
は
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
南
蛮

学
に
遡
及
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
33
。

先
の
ハ
ラ
タ
マ
は
こ
の
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
か
ら
招
聘
さ
れ
、
理
化
学
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
に
な
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
大
阪
で
病
身
の
小
松
を
診
た
の
が

こ
の
医
学
者
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
で
あ
っ
た
。
小
松
は
医
療
診
察
を
受
け
な
が
ら
、
近

代
科
学
導
入
の
重
大
性
を
痛
感
し
、
こ
れ
を
学
び
、
取
得
す
る
教
育
の
意
義
を
人

一
倍
深
く
熱
く
考
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
弟
ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
ヨ
ハ
ネ
ス
・

ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
駐
日
オ
ラ
ン
ダ
領
事
で
あ
り
、
兄
よ
り
先
に
長
崎
出
島
に
来
て

い
た
。
と
も
に
ま
だ
江
戸
時
代
の
こ
と
で
あ
り
、
兄
が
長
崎
に
来
る
の
は
一
八
六

二
年
の
こ
と
で
あ
る
。

ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
兄
弟
が
長
崎
に
来
日
し
た
一
八
六
〇
年
代
は
小
松
帯
刀
の
行
動

が
著
し
か
っ
た
時
代
で
あ
り
、
小
松
の
す
べ
て
は
こ
の
十
年
に
集
約
さ
れ
て
い
る

と
言
っ
て
も
よ
い
。
一
八
七
〇
年
の
年
は
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
七
〇
年
代

の
こ
の
最
初
の
年
の
夏
に
命
が
尽
き
た
。
七
月
一
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
六

日
前
、
太
政
官
か
ら
全
快
次
第
、
東
京
在
住
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
維
新
後
、
横

浜
、
東
京
で
国
務
に
就
き
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
や
勝
海
舟
に
会
っ
て
も
い
た
。

だ
が
、
終
焉
は
大
阪
の
地
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
地
で
の
小
松
の
活
動
は
、
病
が
重
く
な
る
前
に
長
崎
や
地
元
鹿
児
島

の
地
で
育
ま
れ
た
人
間
関
係
の
延
長
で
あ
っ
た
一
面
が
あ
る
。
文
久
元
年
、
一
八

六
一
年
、
水
雷
術
な
ど
の
知
見
を
得
る
べ
く
長
崎
に
出
張
し
た
こ
と
は
、
そ
の
画

期
と
な
っ
た
34
。
以
前
の
江
戸
滞
在
と
は
異
な
る
体
験
を
小
松
に
も
た
ら
し
た
。

帰
藩
後
、
水
雷
実
験
を
行
い
、
ま
た
間
も
な
く
し
て
起
こ
る
薩
英
戦
争
で
は
水
雷

が
設
置
さ
れ
た
。理
論
知
が
実
用
知
と
結
合
し
た
と
こ
ろ
に
科
学
の
威
力
が
あ
り
、

こ
う
し
て
戦
術
に
も
活
用
さ
れ
る
。

小
松
と
同
年
生
ま
れ
で
、
越
後
の
豪
農
出
身
で
幕
臣
と
な
っ
て
前
島
姓
を
名
乗

る
密
（
一
八
三
五

一
九
一
九
。
上
野
房
五
郎
、
巻
退
蔵
と
も
）
は
き
わ
め
て
進

取
の
精
神
の
持
ち
主
で
、
学
ぶ
た
め
な
ら
ば
、
江
戸
と
言
わ
ず
、
函
館
と
言
わ
ず
、

神
出
鬼
没
の
行
動
を
取
っ
た
。
長
崎
に
も
縁
が
あ
り
、
何
礼
之
の
私
塾
で
学
ん
だ

誼
で
、
薩
摩
の
藩
立
開
成
所
で
英
語
を
教
え
て
も
い
る
。
慶
応
元
年
、
一
八
六
五

年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
開
成
所
は
島
津
斉
彬
の
遺
志
に
基
づ
い
て
、
小
松
が
大

久
保
一
蔵（
利
通
）や
蘭
学
者
石
河
確
太
郎
ら
の
協
力
の
も
と
実
現
し
た
の
で
あ
っ

た
35
。
前
島
は
何
と
違
っ
て
学
者
風
で
な
く
、
志
士
風
情
で
あ
っ
た
。「
自
叙
伝
」

の
一
節
か
ら
も
そ
の
様
子
が
伝
わ
っ
て
こ
よ
う
。文
中
の
小
松
太
夫
は
も
ち
ろ
ん
、

小
松
帯
刀
の
こ
と
で
あ
る
。

 
余
は
鹿
児
島
に
在
留
す
る
殆
ど
一
年
、
小
松
太
夫
等
国
老
の
招
き
を
受
く
る
数

回
に
及
び
、
且
つ
其
他
の
志
士
と
接
し
て
藩
情
を
問
ひ
、
其
趨
勢
を
察
す
る
に

大
勢
討
幕
に
決
せ
る
が
如
し
。36

前
島
は
開
成
所
を
去
っ
た
あ
と
、
揉
め
続
け
た
兵
庫
（
神
戸
）
の
港
が
開
港
す
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要　

第
二
十
一
号

る
や
、
始
め
は
兵
庫
奉
行
の
手
付
出
役
、
程
な
く
し
て
兵
庫
奉
行
支
配
指
定
役
と

な
り
、神
戸
の
港
湾
事
務
に
精
励
す
る
こ
と
に
な
る
。
身
分
間
が
流
動
的
に
な
り
、

既
成
の
枠
に
捉
わ
れ
ず
、
才
あ
る
人
手
を
求
め
て
や
ま
な
い
社
会
が
現
出
し
て
い

た
。
前
島
は
そ
の
よ
う
な
時
代
の
代
表
的
一
人
で
あ
ろ
う
。「
郵
政
の
父
」
で
は

捕
捉
で
き
な
い
、
前
島
の
半
生
が
あ
っ
た
。

江
戸
末
期
の
開
港
地
と
し
て
も
っ
と
も
往
来
の
激
し
い
国
際
港
と
な
っ
た
の

は
、
ほ
か
で
も
な
く
長
崎
の
港
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
出
島
の
伝
統
が

あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
地
で
蘭
学
か
ら
英
学
へ
の
移
行
の

様
子
も
窺
わ
れ
、
時
代
は
急
速
に
転
換
す
る
37
。
学
知
に
留
ま
ら
ず
、
政
治
の
一

舞
台
と
な
っ
た
の
も
こ
こ
長
崎
で
あ
っ
た
こ
と
に
贅
言
は
要
さ
な
い
。
当
地
で
の

薩
摩
藩
・
長
州
藩
間
の
和
解
に
小
松
は
一
役
買
い
、
そ
れ
が
幕
府
倒
壊
に
結
び
付

い
て
い
く
。
維
新
後
は
大
阪
や
東
京
、
横
浜
に
檜
舞
台
が
移
り
、
辺
陲
の
地
に
な

ろ
う
と
も
、
維
新
の
初
期
の
頃
ま
で
は
着
実
に
長
崎
で
培
わ
れ
た
人
材
や
人
間
関

係
が
継
続
し
て
お
り
、
本
論
に
名
が
出
た
人
物
た
ち
に
こ
の
こ
と
を
確
認
し
た
。

小
松
は
こ
の
地
の
「
フ
ル
ベ
ッ
キ
の
学
校
の
卒
業
生
」
38
で
は
決
し
て
な
か
っ
た

が
、
彼
の
力
と
な
る
人
間
関
係
は
崎
陽
の
賜
物
で
あ
っ
た
面
は
否
め
な
い
で
あ
ろ

う
。

付
記
。
本
論
で
「
舎
密
」
に
言
及
し
た
。
ま
た
本
論
で
名
を
出
し
た
上
横
手
雅

敬
が
こ
れ
に
つ
い
て
興
味
深
い
こ
と
を
書
い
て
い
る
の
で
、
ま
ず
引
用
す
る
。

現
れ
る
サ
イ
ト
は
注
で
挙
げ
たhttp://w

w
w
2s.biglobe.ne.jp/~tbc00346/

com
ponent/seim

ikyoku.htm
l

で
あ
る
。

 

舎
密
局
の
名
称
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語chem

ie

の
発
音
を
漢
字
で
表
記
し
た
も
の

で
、
は
じ
め
て
、
江
戸
後
期
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
宇
田
川
榕
庵
が
用

い
た
。
舎
密
局
と
い
う
機
関
は
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
長
州
藩
に
設
置
さ

れ
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
方
で
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
化
学
と
い

う
言
葉
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
方
は
日
本
で
は
万
延
元
年
（
一
八
六

〇
）
川
本
幸
民
が
『
化
学
新
書
』
で
は
じ
め
て
用
い
た
。
榕
庵
は
も
と
よ
り
幸

民
も
、
わ
が
国
化
学
研
究
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
。
舎
密
局
が
開
か
れ
た
明
治
初

年
に
は
、「
舎
密
」
は
や
や
古
く
さ
い
用
語
と
な
っ
て
お
り
、
ハ
ラ
タ
マ
の
「
舎

密
局
開
講
之
説
」
に
し
て
も
、
タ
イ
ト
ル
こ
そ
「
舎
密
局
」
で
あ
っ
て
も
、
講

演
内
容
の
方
で
は
、
訳
者
三
崎
嘯
輔
（
舎
密
局
大
助
教
。
明
治
五
年
東
大
医
学

部
の
前
身
「
大
学
東
校
」
に
移
り
、
同
年
二
六
歳
で
没
）
は
「
舎
密
」
の
訳
語

を
用
い
ず
、
化
学
で
通
し
て
い
る
。
舎
密
局
が
だ
れ
の
命
名
か
は
わ
か
ら
な
い

が
、
幕
末
に
（
江
戸
の
﹇
引
用
者
補
足
﹈）
開
成
所
に
置
か
れ
る
筈
で
あ
っ
た

の
は
、
理
化
学
校
（
理
化
は
物
理
・
化
学
の
意
）
で
あ
る
。「
舎
密
」
と
い
う

言
葉
が
古
色
で
あ
る
上
に
、
こ
の
学
校
で
教
え
る
の
は
化
学
だ
け
で
は
な
い
と

こ
ろ
か
ら
、
や
が
て
理
学
校
と
改
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

今
日
、
科
学
史
家
で
ロ
バ
ー
ト
・
ボ
イ
ル
研
究
の
第
一
人
者
プ
リ
ン
チ
ペ

（L.Principe

）
は
化
学
、
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
以
前
の
学
問
領
域
を
表
す
た
め
に
「
キ

ミ
ス
ト
リ
ー
」を
使
っ
て
い
る
。
錬
金
術
と
の
関
連
か
ら
で
あ
る
。「
舎
密
」は「
化

学
」（
漢
語
）
同
様
、江
戸
時
代
か
ら
日
本
で
は
使
用
さ
れ
始
め
、今
で
は
「
舎
密
」

の
ほ
う
は
死
語
と
な
っ
て
い
る
に
し
て
も
、
日
本
で
の
近
代
科
学
草
創
期
の
歴
史

を
回
顧
、省
察
す
る
う
え
で
語
法
に
注
目
す
る
こ
と
は
意
義
深
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

プ
リ
ン
チ
ペ
『
科
学
革
命
』
菅
谷
暁
、
山
田
俊
弘
訳
、
丸
善
出
版
、
二
〇
一
四
年
、

訳
者
（
山
田
俊
弘
）
あ
と
が
き
。
次
の
書
も
な
お
有
益
。
富
成
喜
馬
平
『
日
本
科

學
史
要
』
弘
文
堂
書
店
、
一
九
四
一
年
、
再
版
。
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小
松
帯
刀
と
新
時
代
―
―
国
際
法
・
印
刷
・
教
育
・
科
学

う
。

12　

 

高
村
直
助
『
小
松
帯
刀
』、
二
四
八

二
四
九
頁
。

13　

 

川
添
昭
二
『
九
州
史
跡
見
学
』
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
一
六
二
、
一
九
八
九
年
、
岩
波
書
店
、

一
七
八

一
七
九
頁
。

14　

 

大
久
保
利
謙
「
五
代
友
厚
の
欧
行
と
彼
の
滞
欧
手
記
「
廻
国
日
記
」
に
つ
い
て
」『
大
久

保
利
謙
著
作
集
』、
第
五
巻
「
幕
末
維
新
の
洋
学
」
所
収
、
二
八
一

三
一
六
、
特
に
二

八
二

二
八
六
頁
。
こ
の
件
で
の
小
松
の
提
案
に
関
し
て
、
大
久
保
は
注
二
四
に
挙
げ
る

論
文
で
も
言
及
し
て
い
る
。上
海
と
長
崎
の
関
係
、ま
た
五
代
の
上
海
滞
在
経
験
か
ら
言
っ

て
、
無
理
な
案
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

15　

 

薩
摩
藩
か
ら
の
海
軍
伝
習
所
へ
の
藩
外
留
学
生
の
人
数
と
そ
の
名
前
は
、
芳
即
正
「
薩
摩

の
洋
学
―
蘭
学
の
発
達
」『
薩
摩
と
西
欧
文
明
―
ザ
ビ
エ
ル
そ
し
て
洋
学
、
留
学
生
』
第

一
章
、
ザ
ビ
エ
ル
渡
来
四
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
委
員
会
編
、
南
方
新
社
、
二
〇

〇
〇
年
、
七

四
五
、
特
に
四
一

四
三
頁
。
二
八
名
と
い
う
。

16　

 

藤
井
哲
博
『
長
崎
海
軍
伝
習
所
―
十
九
世
紀
東
西
文
化
の
接
点
』
中
公
新
書
、
一
九
九
一

年
、
四
七
頁
。

17　

 

楠
本
寿
一
『
長
崎
製
鉄
所
―
日
本
近
代
工
業
の
創
始
』
中
公
新
書
、
一
九
九
二
年
。

18　

 

楠
本
、
前
掲
書
、
一
一
四
、
一
四
五
、
一
五
三

一
五
九
、
一
八
五
頁
。

19　

 

古
谷
昌
二
編
著
『
平
野
富
二
伝 

考
察
と
補
遺
』
郎
文
堂
、
二
〇
一
三
年
、
一
二
七
頁
。

本
木
の
新
街
活
版
所
で
印
刷
さ
れ
た
『
長
崎
新
聞 

第
四
號
』
に
用
い
ら
れ
た
活
字
の
版

下
は
池
原
が
揮
毫
し
た
と
い
う
。
実
兄
枳
園
も
ま
た
書
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。

20　

 

以
下
の
「
古
谷
昌
二
ブ
ロ
グ
」
に
よ
る
。http://hirano-tom

iji.jp/archives/date/
2018/08?fbclid=Iw

A
R2R3J769w

W
qSH

pC-K
b8V

1jN
uO

K
3K

oA
qSidxA

1nyBc5
3S4ySqRw

I89Q
56M

M
  （

二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
四
日
）

21　

 

高
村
直
助
『
小
松
帯
刀
』、
二
三
八
頁
、
で
は
小
松
は
辞
退
と
あ
る
が
、
分
か
り
づ
ら
い

の
で
、
こ
の
ま
ま
知
事
と
し
て
お
く
。

22　
 「

大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
」　http://w

w
w
.tekijuku.osaka-u.ac.jp/tekijuku/

relation. 

（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
四
日
）。
な
お
大
阪
市
立
大
学
の
前
身
創
設
に
は
五
代

友
厚
が
関
わ
っ
て
く
る
。

23　

 

地
元
か
ら
の
発
信
に
「
フ
ル
ベ
ッ
キ
研
究
会
」https://w

w
w
.facebook.com

/
verbeck.jp/ 

が
あ
り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
は
石
田
孝
氏
で
あ
る
。

24　

 

大
久
保
利
謙
「
幕
末
の
長
崎
と
上
野
景
範
―
長
崎
と
薩
摩
の
英
学
文
化
交
渉
史
断
片
」『
大

久
保
利
謙
著
作
集
』、
第
五
巻
「
幕
末
維
新
の
洋
学
」
所
収
、
三
一
七

三
四
三
、
特
に

【
注
】

１　
 

ヴ
ィ
レ
ム
・
ホ
イ
セ
ン
・
フ
ァ
ン
・
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ー
ケ
『
長
崎
海
軍
伝
習
所
の
日
々 

日
本
滞
在
記
抄
』
水
田
信
利
訳
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
二
〇
一
四
年
初
版
第
二
四
刷
、
一

六
〇
頁
。
フ
ァ
ン
・
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ー
ケ
に
は
イ
タ
リ
ア
文
を
出
し
て
い
る
個
所
も
あ
り
、

彼
と
イ
タ
リ
ア
（
人
）
の
関
係
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
、
後
考
を
待
ち
た
い
。

２　

 

根
占
献
一
「
小
松
帯
刀
と
カ
ヴ
ー
ル
―
一
八
六
〇
年
代
の
日
伊
関
係
」『
日
伊
研
究
』
第

二
六
号
、
一
九
八
八
年
、
四
三

五
四
頁
。
同
上
「
小
松
帯
刀
と
そ
の
時
代
―
特
に
「
外

国
交
際
」
の
観
点
か
ら
」『
学
習
院
女
子
大
学
紀
要
』
第
一
一
号
、
二
〇
〇
九
年
、
七
一

九
一
頁
。

３　

 

石
河
に
つ
い
て
は
『
尚
古
集
成
館
紀
要
』http://w

w
w
.shuseikan.jp/about/

public02.htm
l　

に
芳
即
正
の
論
考
が
所
収
（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
七
日
）
さ
れ
て
い

る
。

４　

 

丸
山
真
男
「
近
代
日
本
思
想
史
に
お
け
る
国
家
理
性
の
問
題
」『
忠
誠
と
反
逆
―
転
形
期

日
本
の
精
神
的
位
相
』
所
収
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
四
年
、
二
三
九

三
二
五
、

特
に
二
五
一
頁
。
周
圓
「
丁
韙
良
『
万
国
公
法
』
の
翻
訳
手
法
―
漢
訳
『
万
国
公
法
』
一

巻
を
素
材
と
し
て
」
一
橋
法
学
、
一
〇
（
二
）、
一
橋
大
学
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
。

５　

 

川
尻
文
彦「『
万
国
公
法
』の
運
命
―
近
代
に
お
け
る
日
中
間
の「
思
想
連
関
」の
観
点
か
ら
」

愛
知
県
立
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
第
四
九
号
（
言
語
・
文
学
編
）、
愛
知
県
立
大
学
学
術

リ
ポ
ジ
ト
リ
。

６　

 『
萩
原
延
壽
集
二 

陸
奥
宗
光
』 

朝
日
新
聞
社 

上
巻
、
二
〇
〇
七
年
、 

二
一
五
頁
。

７　

 

根
占
「
小
松
帯
刀
と
そ
の
時
代
―
特
に
「
外
国
交
際
」
の
観
点
か
ら
」
七
一

九
一
、
特

に
八
五

八
六
頁
。
高
村
直
助
『
小
松
帯
刀
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
二
五
三

二
五
五
頁
。

８　

 

丸
山
真
男
「
福
沢
諭
吉
の
哲
学
」『
福
沢
諭
吉
の
哲
学 

他
六
編
』
所
収
、
岩
波
文
庫
、
二

〇
一
五
年
、
六
六

一
一
八
、
特
に
七
四
頁
。

９　

 

こ
こ
で
否
定
さ
れ
る
儒
教
主
義
と
、
小
松
の
引
用
に
見
ら
れ
る
朱
子
学
の
傾
向
と
が
ど
の

よ
う
に
時
代
に
対
応
し
た
か
、
し
な
か
っ
た
か
は
、
後
考
に
ゆ
だ
ね
る
。

10　

 

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
『
一
外
交
官
の
見
た
明
治
維
新
』
坂
田
精
一
訳
、岩
波
文
庫
、（
上
）、

二
三
七

二
三
八
頁
。Earnest Satow

, A
 D

iplom
at in Japan, London, 1921, p.188.

11　

 

松
沢
祐
作
『
重
野
安
繹
と
久
米
邦
武
―
「
正
史
」
を
夢
み
た
歴
史
家
』
山
川
出
版
社
、
二

〇
一
二
年
。
本
書
で
重
野
に
関
わ
る
記
述
で
は
薩
摩
藩
家
老
で
は
岩
下
方
平
が
目
立
っ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
岩
下
の
登
場
は
病
弱
な
小
松
の
代
替
を
し
た
側
面
が
あ
る
で
あ
ろ

811-0250-縦-P27-38_根占献一様.indd   37811-0250-縦-P27-38_根占献一様.indd   37 2019/03/04   10:59:462019/03/04   10:59:46



― 38 ―

学
習
院
女
子
大
学 

紀
要　

第
二
十
一
号

二
八
五

三
三
五
、
三
四
〇

三
四
一
頁
に
詳
し
い
。
ま
た
鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
地
域

研
究
所
研
究
紀
要
に
は
然
る
べ
き
論
文
が
少
な
か
ら
ず
見
い
だ
さ
れ
る
。

25　

 
現
在
な
ら
ば
職
掌
が
分
担
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
能
力
が
あ
れ
ば
、
何
役
も
熟
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
し
、
語
学
研
修
、「
英
語
稽
古
」
自
体
、
財
政
知

識
な
ど
の
実
用
知
を
学
ぶ
こ
と
も
兼
ね
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
大
久
保
利
謙
「
幕
末

英
学
史
上
に
お
け
る
何
礼
之

と
く
に
何
礼
之
塾
と
鹿
児
島
英
学
と
の
交
流
」『
大
久
保

利
謙
著
作
集
』、
第
五
巻
「
幕
末
維
新
の
洋
学
」
所
収
、
三
四
四

三
六
七
、
特
に
三
四

九
頁
。

26　

 

高
村
直
助
『
小
松
帯
刀
』、
二
四
〇

二
四
四
、
二
五
〇
頁
。
横
浜
で
は
フ
ラ
ン
ス
人
医

師
の
診
察
を
受
け
な
が
ら
、
国
務
に
励
ん
で
い
る
。

27　

 

京
都
産
業
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブhttp://w

w
w
.joho-kyoto.or.jp/~w

azaden/hito/
yam

am
oto.htm

l　
（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
七
日
）

28　

 「
古
い
同
報
会
誌
か
ら
」http://w

w
w
2s.biglobe.ne.jp/~tbc00346/com

ponent/
old_book.htm

l　
（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
六
日
）。

29　

 

楠
本
寿
一
『
長
崎
製
鉄
所
』、
五
九

六
一
頁
。

30　

 

高
村
直
助
『
小
松
帯
刀
』、
二
五
〇
頁
。

31　

 

以
下
の
サ
イ
ト
に
ハ
ラ
タ
マ
の
開
校
演
説
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。http://w

w
w
2s.

biglobe.ne.jp/~tbc00346/com
ponent/seim

ikyoku.htm
l　

（
二
〇
一
八
年
一
〇
月

二
六
日
）。

32　

 『
三
枝
博
音
著
作
集
』
第
九
巻
、
技
術
家
評
伝 

高
峰
譲
吉
、
一
九
六
九
年
、
四
五
〇

四

五
六
、
特
に
四
五
一
頁
。

33　

 

ポ
ン
ぺ
『
日
本
滞
在
見
聞
記
―
日
本
に
お
け
る
五
年
間
』
沼
田
次
郎
・
荒
瀬
進
訳
、
雄
松

堂
出
版
、一
九
八
八
年
、第
五
刷
。
関
連
情
報
は
、オ
イ
レ
ン
ブ
ル
ク『
日
本
遠
征
記
』下
巻
、

中
井
晶
夫
訳
、
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
六
年
、
第
五
刷
、
に
も
見
ら
れ
る
。
中
西
悟
『
長

崎
の
オ
ラ
ン
ダ
医
た
ち
』
岩
波
新
書
、
一
九
七
五
年
、
の
記
述
は
南
蛮
医
か
ら
始
ま
る
。

34　

 

こ
の
時
、
小
松
は
北
郷
作
左
衛
門
（
久
信
）
と
同
行
す
る
と
い
う
の
が
、
瀬
野
富
吉
『
幻

の
宰
相
小
松
帯
刀
伝
』
小
松
帯
刀
顕
彰
会
、
一
九
八
五
年
、
上
巻
、
四
七
頁
、
高
村
直
助

『
小
松
帯
刀
』、
二
五

二
六
頁
、
で
あ
る
。
宮
澤
眞
一
『
波
う
ち
ぎ
わ
のSatsum

a

奇
譚
』

高
城
書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
一
五
三

一
五
六
頁
、
で
は
両
人
に
同
行
し
た
者
ま
で
詳
し

い
言
及
が
あ
る
。大
久
保「
五
代
友
厚
の
欧
行
と
彼
の
滞
欧
手
記「
廻
国
日
記
」に
つ
い
て
」、

二
八
三
頁
で
は
、
小
松
と
石
河
確
太
郎
等
が
派
遣
と
あ
り
、
北
郷
の
名
は
な
い
。
な
お
こ

の
石
河
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
利
謙
「
幕
末
の
薩
摩
藩
立
開
成
所
に
関
す
る
新
史
料
―
薩

摩
藩
の
「
一
藩
割
拠
」
主
義
政
策
の
一
環
」『
大
久
保
利
謙
著
作
集
』、
第
五
巻
「
幕
末
維

新
の
洋
学
」
所
収
、
二
六
一

二
八
〇
頁
、
参
照
。
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犬
塚
孝
明
「
近
代
西
欧
文
明
と
鹿
児
島
―
英
学
移
入
か
ら
留
学
生
派
遣
ま
で
」『
薩
摩
と

西
欧
文
明
―
ザ
ビ
エ
ル
そ
し
て
洋
学
、
留
学
生
』
第
二
章
、
四
七

八
一
、
特
に
六
二
頁
。

森
重
孝
『
薩
摩
医
人
群
像
』
春
苑
堂
書
店
、
一
九
七
六
年
、
一
四
六

一
五
〇
頁
、
に
は

開
成
所
全
般
の
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
本
書
は
表
題
以
上
に
幕
末
・
明
治
期
の
政
治
史
の

変
遷
を
も
追
っ
て
い
る
。
徳
永
和
喜
『
薩
摩
藩
対
外
交
渉
史
の
研
究
』
九
州
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
五
年
、の
第
四
編
は
薩
摩
藩
の
通
詞
制
度
を
史
料
中
心
に
学
術
的
に
扱
っ
て
い
る
。

本
書
は
日
本
史
の
研
究
書
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
索
引
が
な
い
。
こ
の
た
め
犬
塚
が
指

摘
し
て
い
る
「
小
松
帯
刀
」
ら
の
名
が
出
て
く
る
か
ど
う
か
、精
確
に
は
不
明
で
あ
る
が
、

眼
を
通
し
た
範
囲
で
は
彼
の
関
与
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
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前
島
密
『
鴻
爪
痕
』、
大
正
九
年
四
月
刊
。
大
久
保
「
幕
末
英
学
史
上
に
お
け
る
何
礼
之

と
く
に
何
礼
之
塾
と
鹿
児
島
英
学
と
の
交
流
」、
三
六
〇
頁
の
引
用
に
よ
る
。
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鳥
井
裕
美
子
「
福
沢
諭
吉
―
蘭
学
を
洋
学
に
開
花
さ
せ
た
啓
蒙
思
想
家
」、
Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ

ル
他
共
編
『
九
州
の
蘭
学
―
越
境
と
交
流
』
所
収
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
一
年
、
三
五

二

三
五
九
、
特
に
三
五
六

三
五
七
頁
、
と
比
較
参
照
。
ほ
か
に
本
書
に
は
松
木
弘
安

（
寺
島
宗
則
）
な
ど
本
論
に
名
が
出
る
多
く
の
関
係
者
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
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ジ
ョ
ン
・
バ
ワ
ー
ス
『
日
本
に
お
け
る
西
洋
医
学
の
先
駆
者
た
ち
』
金
久
卓
也
・
鹿
島
友

義
訳
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
、
二
二
八
頁
。

（
本
学
教
授
）

811-0250-縦-P27-38_根占献一様.indd   38811-0250-縦-P27-38_根占献一様.indd   38 2019/03/04   10:59:462019/03/04   10:59:46


